




















生渡 ,'寿命 ;一代｡4.活動 ;活気 ･生気 ;活力 ,'
生きの よさ｡5.生活,暮らし,生計 ;生き方,





















































































































































































グソソはその 『創造的進 化』 Evolutioncr占a-
trice(1907)で,生命は物質と格闘しつつ新たな











































































1911)は,生 dasLeben にアブp-チす るの
に体験 Erleben,Erlebnisによろうとす る｡



























































































































































物を作り(生産 ･製作し),また生み生まれ る こ
とである｡喜び,楽しみ,悲 しみ,苦 しみ,描
衣,そして死ぬ｡そういう生の体験を通して,さ
さやかながらわれわれは文化の形成に参与する｡
その,生の体験を重ね,重ねて今日に至っている
という複合体険を媒介として,こんどは方向を逆
にして,与えられた Gebildeから,それを生み
出したであろう体験そのものに,かつての生その
ものに,さかのぼることができるであろう｡その
ものずばりとまでは,なかなか行くまいが,当た
らずといえども遠からず,という程度にはそれは
成功するであろう｡そのプロセスがすなわち理解
Verstehenである｡理解することに よって,歴
史の広場にあるGebilde-文化を,われわれは自
分のものとすることができる｡現前の,与えられ
た Gebildeが生まれるべくして生まれ出てきた
経緯 ･経過を,理解を通して追体験し,それをほ
ぼそのままに退形成 ･再形成することができると
き,その Gebildeは生命を吹き込まれて,もう
一度われわれの生きた生活内容となることができ
る｡こわ追体験 ･退形成の過程を通して,われわ
れの生活は,今日ただ今という時間的制約を立ち
越えて,過去に,祖先に具体的に結びつくことが
できる｡空間的にも,別の地域からもたらされた
ものを理解することによって,空間的制約を超脱
することができる｡その最も手近かで,わかりよ
い例が言語であり,文字である｡書かれたものを
通して,われわれは過去の人と対話し,遠隔の地
の人と交通することができる｡
｢生 (体験)-表現-理解｣,｢表現-理解一
生｣がディルタイにおいて哲学の方法とされた所
以である｡
*
ディルタイの哲学は歴史的研究をその重要な手
がかりとしている｡リッケルトは彼を,哲学者で
あるよりもむしろ歴史家であると言った 由であ
る｡いずれにせよディルタイは精神生活のそれぞ
れの街域において,それぞれの時代にそれぞれの
地域でいとなまれた生-業績を,いわば内側から
生き生きと realisieren-realize〔現実化-哩
解〕することができた｡彼は追体験と感情移入に
かけては人並み外れてすぐれたものがあったので
ある｡彼の論文には概ね史的跡づけが付けられて
いるが,それが何れもすぐれている｡歴史的過程
は,物理的過程とは異なって,二度と同じことは
繰り返されない｡一回的なその特殊性を十分に汲
み上げ,個個の事態,個個の業績の意味 ･価値を
十分 ･的確に追体験して把捉する- つまり理解
する,これがディルタイの生の哲学の期するとこ
ろであったが,その方法として生一表現一理解,
ないし表現一理解一生の図式が提案されたのであ
る｡
辛
しかし,生の個別を脱出する方向としては,義
現一理解のほかに,少なくとももうー っ,我に対
する汝,生のいとなみにおける相棒,我と我我,
我我の愛し,むつみ,憎み,きそい,争い,闘い
合う間柄,または夫婦となり,親子となるところ
の生み生まれる方向も,考えなくてはならない｡
それらの考察は次の機会にゆずる｡
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